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リスク・アウェア制御理論ことはじめ 
　　〜 不確実性下の『信頼』を設計する
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講演概要：セーフティ・クリティカルな動的システム
の自動化が加速しており、多様な不確実性下でも高い
信頼性を有する制御設計が必須です。しかし既存の制
御理論は、不確実性への対処はある程度可能であるも
のの、稀な重大事故による損失を適切に考慮すること
はできません。本講演では、テール・リスクを定量化
して制御設計に反映させることで損失を最小限に抑
え、信頼性と安全性を確保するリスク・アウェア制御
理論について、これを導入すべき理由から、基礎概念
の説明、制御やニューラルネットワークの問題への適
用方法について解説します。

招待講演： 

岸田 昌子 KISHIDA Masako（筑波大学教授 )

※ 研究集会の聴講には登録は必要ありません。ご来場をお待ちしています。

お問合せ：計測自動制御学会東北支部 広報幹事： sice-tohoku@topic.ad.jp


